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　６月４日、一勝地「鬼ノ口棚田」で田植え体験交流会が開催
されました。参加者は、昔ながらの方法で、水田に綱を張り等
間隔に手植えをしたり、田植え機で植えたりと、泥だらけにな
りながらも楽しんで体験していました。
　普段当たり前のように食卓に出てくるお米を、実際に作ると
いうことで、食のありがたさを改めて実感する体験になったと
思います。

（関連記事は、６ページに掲載）

　食のありがたさを実感
　　　　　〜田植え体験交流会～
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６
月
５
日
、福
岡
管
区
気
象
台
は
、

九
州
、
山
口
地
方
が
梅
雨
入
り
し
た

と
発
表
し
ま
し
た
。

　

６
月
11
日
に
は
、
集
中
豪
雨
に
よ

り
球
磨
川
が
氾
濫
、県
道
が
冠
水
し
、

総
雨
量
が
２
０
０
ミ
リ
を
超
え
た
た

め
、
国
道
２
１
９
号
が
通
行
止
め
と

な
り
ま
し
た
。
以
降
、
大
雨
、
洪
水
、

土
砂
災
害
に
対
す
る
警
戒
が
続
い
て

い
る
状
況
で
す
。

　

い
ざ
と
い
う
時
の
災
害
対
策
、
ま

た
避
難
場
所
等
の
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

６
月
５
日
、福
岡
管
区
気
象
台
は
、

九
州
、
山
口
地
方
が
梅
雨
入
り
し
た

と
発
表
し
ま
し
た
。

　

６
月
11
日
に
は
、
集
中
豪
雨
に
よ

り
球
磨
川
が
氾
濫
、県
道
が
冠
水
し
、

総
雨
量
が
２
０
０
ミ
リ
を
超
え
た
た

め
、
国
道
２
１
９
号
が
通
行
止
め
と

な
り
ま
し
た
。
以
降
、
大
雨
、
洪
水
、

土
砂
災
害
に
対
す
る
警
戒
が
続
い
て

い
る
状
況
で
す
。

　

い
ざ
と
い
う
時
の
災
害
対
策
、
ま

た
避
難
場
所
等
の
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

 
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
！

　

梅
雨
時
期
の
防
災
対
策
、
一
人
ひ
と
り
が
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
！

　

６
月
10
日
、
球
磨
村
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
「
清
流
館
」
に
お

い
て
、
行
政
、
議
会
、
消
防
、
各

区
長
、
各
組
織
の
代
表
者
等
75
人

が
出
席
し
て
「
球
磨
村
防
災
連
絡

会
議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
桺
詰
村
長
が
「
い
よ
い

よ
梅
雨
の
時
期
に
な
り
ま
す
。
球

磨
村
で
は
中
央
を
貫
流
す
る
球
磨

川
、
そ
れ
に
注
ぎ
込
む
多
数
の
河

川
、
急
傾
斜
地
を
控
え
た
集
落
が

数
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
の
様
な
地

理
的
状
況
か
ら
梅
雨
時
に
は
、
毎

年
の
よ
う
に
河
川
の
氾
濫
、
山
崩

れ
、
が
け
崩
れ
等
の
災
害
を
心
配

し
て
い
ま
す
。
危
険
性
の
あ
る
河

川
に
つ
い
て
は
河
川
改
修
、
あ
る

い
は
急
傾
斜
地
対
策
事
業
を
進
め

て
は
い
ま
す
が
、
地
形
的
に
不
利

な
条
件
に
あ
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て

は
、
是
非
、
砂
防
事
業
、
急
傾
斜

地
対
策
事
業
な
ど
議
会
と
一
緒
に

な
っ
て
国
、
県
に
お
願
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
村
民
の
皆
さ
ん
が

安
心
・
安
全
で
快
適
な
暮
ら
し
の

環
境
づ
く
り
に
村
も
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。」と
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
球
磨
村
地
域
防
災
計

画
」
に
つ
い
て
、
担
当
す
る
各
課

長
が
説
明
を
お
こ
な
い
、
災
害
時

に
65
歳
以
上
の
高
齢
者
や
、
障
害

者
等
に
つ
い
て
は
「
災
害
時
要
援

護
者
支
援
対
策
計
画
」
の
説
明
を

行
い
ま
し
た
。

平成２２年に発生した林道大槻大岩線山腹崩壊

村民の皆様へ
インターネットをご利用の方で、下記のアドレスにアクセスすると情報閲覧が可能です。

熊本県総合防災情報
　http://www.bousai.pref.kumamoto.jp
国土交通省　八代河川国道事務所
　http://www.qsr.mlit.go.jp/yatusiro/
熊本地方気象台
　http://www.jma-net.go.jp/kumamoto/

防
災
連
絡
会
議
を
開
催

防災連絡会議
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◆
天
気
予
報
や
情
報
の
確
認

　

梅
雨
時
期
や
台
風
シ
ー
ズ
ン
な

ど
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
新
聞
の

天
気
予
報
に
注
意
し
、
天
気
の
移
り

変
わ
り
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◆
持
ち
出
し
品
の
確
認

　

非
常
食
や
飲
料
水
、
懐
中
電
灯

や
携
帯
ラ
ジ
オ
、
乾
電
池
も
忘
れ

ず
に
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
避
難
場
所
・
避
難
経
路
の
確
認

　

緊
急
・
災
害
時
に
避
難
す
る
場

所
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
避
難

場
所
が
ど
こ
な
の
か
、
そ
こ
へ
安

全
に
行
く
た
め
に
は
ど
う
行
け
ば

い
い
の
か
、
普
段
か
ら
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

◆
避
難
命
令
等
の
指
示
に
従
う

　

洪
水
は
短
期
間
の
う
ち
に
増
水

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
避
難
命

令
が
出
る
と
い
う
こ
と
は
、
相
当

危
険
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
、
無
視
せ
ず
避
難
命
令

等
に
は
速
や
か
に
従
い
ま
し
ょ
う
。

◆
避
難
は
早
め
に
複
数
で

　

緊
急
時
に
動
く
時
に
は
早
め
に
、

複
数
で
行
動
す
る
よ
う
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

 
日
頃
か
ら
防
災
対
策
を 

 
万
全
に
！

異常気象時における通行規制について
　大雨等の異常気象時において、落石等による被害が発生する恐れのある区間の事故を未然に防止するため、
下記のとおり交通規制を行いますのでご理解とご協力をお願いします。

①規制区間（球磨村内）
　　　国道２１９号　楮木～神瀬の１０．５ｋｍ区間
　　　国道２１９号　神瀬～渡の１５．０ｋｍ区間
②規制内容
　　　【通行注意】連続雨量が１５０ｍｍを越えた場合
　　　【通行禁止】連続雨量が２００ｍｍを越えた場合
　　　【規制解除】�時間雨量が２ｍｍ以下で３時間経過した後、道路パトロール等で安全が確認された場合、

解除します。ただし、夜間は、安全が確認できないため、夜明けを待って道路パトロール
等を行います。（夜間の解除はできません）

③緊急車両等の通行
　　　�通行規制における規制区間内の通行は、緊急車両等であっても認めないものを原則としています。た

だし、当該緊急車両等の業務上、真にやむを得ない事情があるときは、危険であることを充分認識し
ていただき、当該車両の責任において通行させる場合があります。

　　　　　　（お問合せ先）球磨地域振興局土木部維持管理課（☎２４－４２０８）
　　　　　　　　　　　　　　　 又は　球磨村役場　建設課（☎３２－１１１６）

避難対象
地　　区

予想される
危　　　険

河  川　名等
災害危険区域
の指定の有無

避　　難　　予　　定　　場　　所
第１避難所 第２避難所 第３避難所

管理責任者場　所　名 収容
人員 場　所　名 収容

人員 場　所　名 収容
人員

渡 洪　水 球磨川、小川 渡小学校屋内運動場 300 雲　泉　寺 50 渡保育園 50 学校長・植木了証
上田博孝

渡 洪　水 球磨川、小川 渡多目的集会施設 130 島田公民館 30 舟戸公民館 30 役場・区長・班長

渡 山腹崩壊等 渡地区 峯公民館 30 球磨村総合運動公園 
( 桜ドーム） 500 班長・役場

中園・田頭 洪　水 球磨川、中園川 球磨村コミュニティセンター
「清流館」 300 役場

一勝地 洪　水 芋　川 一勝地小学校屋内運動場 300 一　勝　寺 50 意　足　院 50 学校長・中井就公
一勝地 洪　水 芋　川 球磨中学校屋内運動場 500 学校長
一勝地 山腹崩壊等 一勝地地区 ふるさと振興センター 30 友尻公民館 30 役場・区長・班長
池　下 洪　水 球磨川 池下公民館 30 区長・班長

淋 洪　水 球磨川 （※淋地区は防災工事終了後に選定する）
大坂間 洪　水 球磨川 大坂間公民館 30 区長・班長
三ヶ浦 山腹崩壊等 三ヶ浦地区 大無田地区林業総合センター 130 区長・班長
神　瀬 洪　水 球磨川、川内川 神瀬多目的集会施設 130 役場

神　瀬 洪　水 球磨川、川内川 信　証　寺 50 神　照　寺 50 乗　光　寺 50 馬場光俊・岩崎哲朗
豊橋光秀

高沢･横井
蔵谷･沢見 山腹崩壊等 中園川 高沢地区多目的集会所 100 区長・班長

※上記表の外 ､ 各地区公民館は全て避難場所として指定
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　未曾有の災害となった３月１１日の東日本大震災から３か月。 
　世界中から復興に向けた支援活動が行われる中、球磨村からも熊本県派遣チーム第１３陣（全２０人）
の一員として、大坂間主査が宮城県東松島市に派遣されました。 
　実際の被災地に立ち、被災者の方々と接した１２日間の活動内容を報告します。

　

６
月
４
日
か
ら
15
日
ま
で
の
12

日
間
、
熊
本
県
派
遣
チ
ー
ム
第
13

陣
の
一
員
と
し
て
、
宮
城
県
東
松

島
市
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

　

従
事
し
た
業
務
は
、
災
害
弔
慰

金
・
災
害
障
害
見
舞
金
・
災
害
援

護
資
金
の
貸
付
及
び
災
害
義
援
金

の
申
請
受
付
や
相
談
事
務
で
す
。

　

震
災
か
ら
３
か
月
が
経
過
し
、

お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
人
の
ご
遺

族
の
方
々
の
心
身
の
痛
み
で
あ
っ

た
り
、
申
請
や
相
談
で
来
ら
れ

る
被
災
さ
れ
た
多
く
の
方
が
職
を

失
っ
た
り
し
た
た
め
、
長
期
的
な

生
活
再
建
は
も
ち
ろ
ん
、
今
を
生

き
る
た
め
の
生
活
費
が
尽
き
て
し

ま
っ
た
と
い
っ
た
深
刻
な
悩
み
な

ど
、
数
多
く
聞
か
せ
て
頂
き
な
が

ら
、
被
災
地
で
働
い
て
い
る
実
感

を
強
く
い
た
し
ま
し
た
。

　

皆
様
の
気
持
ち
を
も
っ
と
理
解

し
た
い
と
い
う
想
い
も
あ
り
、
早

朝
や
夕
方
の
時
間
を
利
用
し
て
、

被
災
現
場
を
数
か
所
見
に
い
き
ま

し
た
が
、
目
を
覆
い
た
く
な
る
よ

う
な
光
景
に
、
津
波
に
よ
る
威
力

の
凄
ま
じ
さ
や
復
興
ま
で
の
道
の

り
の
大
変
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

わ
ず
か
な
期
間
で
ご
ざ
い
ま
し

た
が
、
被
災
地
で
の
復
興
支
援
活

動
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
一
日
も

早
く
東
松
島
市
な
ら
び
に
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
た
東
北
地
方
が
復

興
す
る
こ
と
、
そ
し
て
長
期
的
な

支
援
が
続
く
よ
う
、
切
に
願
っ
て

お
り
ま
す
。

義
援
金
箱
の

　
　

設
置
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生

し
ま
し
た
東
日
本
大
震
災
で
被

災
さ
れ
た
皆
様
に
謹
ん
で
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

球
磨
村
役
場
で
は
、
３
月

15
日
よ
り
、
住
民
福
祉
課
窓

口
に
義
援
金
箱
を
設
置
し

て
お
り
、
６
月
１
日
現
在
、

１
９
７
万
９
６
４
７
円
の
寄
付

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

被
災
地
の
一
日
で
も
早
い
復

興
を
願
い
、
こ
れ
か
ら
も
継
続

し
て
義
援
金
箱
を
設
置
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
皆
様
方

の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

「
被
災
地
派
遣
を
終
え
て
」

会計課
大坂間　一樹　主査

衝撃の大震災から３か月
〜職員被災地派遣リポート〜
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11
議
案
を
可
決

　
　

  

第
4
回 

球
磨
村
議
会
定
例
会

　

６
月
定
例
議
会
が
、
６
月
13
日
に
召
集
さ
れ
、
17
日
ま
で
の

５
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
議
会
に
は
、
平
成
22
年
度
繰
明
許
費
繰
越
計
算
書
の

報
告
一
件
、
専
決
処
分
さ
れ
た
条
例
の
改
正
案
三
件
、
平
成
22

年
度
補
正
予
算
三
件
、
議
案
と
し
て
の
平
成
23
年
度
補
正
予
算

二
件
、
規
約
の
一
部
変
更
一
件
な
ど
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
に
審

議
さ
れ
た
結
果
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
一
般
質
問
に
は
５
人
が
登
壇
し
、
執
行
部
の
考
え
を

質
し
ま
し
た
。

報　

告

●�

平
成
22
年
度
球
磨
村
一
般
会
計

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ

い
て条　

例

●�

球
磨
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

●�

球
磨
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

●�

球
磨
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

予　

算

●�

平
成
22
年
度
球
磨
村
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

●�

平
成
22
年
度
球
磨
村
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て

●�

平
成
22
年
度
球
磨
村
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
に

つ
て

●�

平
成
23
年
度
球
磨
村
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

●�

平
成
23
年
度
球
磨
村
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

規　

約

●�

熊
本
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

そ
の
他

●�

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総

合
整
備
計
画
に
つ
い
て

一
般
質
問

◆
田
代
利
一
議
員

１
、�

安
全
で
快
適
な
暮
ら
し
の
環

境
づ
く
り

　

○
防
災
対
策
に
つ
い
て

２
、
活
力
に
満
ち
た
産
業
づ
く
り

　

○
農
業
振
興
に
つ
い
て

◆
髙
澤
康
成
議
員

１
、
安
心
安
全
の
村
づ
く
り

　

○�
災
害
時
に
お
け
る
危
機
管
理

能
力
及
び
、
迅
速
な
対
応
に

つ
い
て
、
現
在
の
各
地
区
、

村
と
し
て
の
取
り
組
み

２
、
定
住
促
進
に
つ
い
て

　

○�

人
口
減
少
に
伴
う
、
将
来
的
起

り
得
る
問
題
点
（
住
民
負
担
）

◆
嶽
本
孝
司
議
員

１
、�

ふ
れ
あ
い
祭
り
の
イ
ベ
ン
ト

に
つ
い
て

　

○�

地
域
お
こ
し
と
し
て
、
村
内

の
芸
能
大
会
な
ど
を
実
施
で

き
な
い
か

　

○�

イ
ベ
ン
ト
会
場
周
辺
が
砂
利

敷
き
で
あ
る
の
で
改
善
で
き

な
い
か

２
、
入
札
制
度
に
つ
い
て

　

○
公
共
工
事
の
入
札
に
つ
い
て

　

○
指
名
願
い
に
つ
い
て

◆
舟
戸
治
生
議
員

１
、�

公
営
施
設
の
業
務
運
営
に
つ

い
て

　

○�
一
勝
地
交
流
セ
ン
タ
ー
「
か

わ
せ
み
」
の
稼
働
状
況
、
高

齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー「
せ

せ
ら
ぎ
」
の
稼
働
状
況
、
公

営
住
宅
の
稼
働
状
況

２
、�

暮
ら
し
の
環
境
及
び
農
業
の

振
興
に
つ
い
て

　

○�

農
道
、
農
業
用
水
路
に
つ
い

て

　

○
遊
休
農
地
の
活
用
に
つ
い
て

３
、
商
工
業
振
興
に
つ
い
て

　

○
商
工
業
の
活
性
化
に
つ
い
て

◆
多
武
義
治
議
員

１
、�

固
定
資
産
税
の
見
直
し
に
つ

い
て

　

○�

地
籍
調
査
完
了
に
伴
う
山
林

の
固
定
資
産
税
の
見
直
し
の

方
向
性

２
、
買
い
物
弱
者
対
策
に
つ
い
て

　

○�

村
内
の
買
い
物
弱
者
を
ど
う

認
識
（
把
握
）
さ
れ
て
い
る

か

３
、
教
育
行
政
に
つ
い
て

　

○�

小
、
中
学
校
の
教
育
充
実
は

図
ら
れ
て
い
る
か

　

○
運
動
公
園
の
利
用
に
つ
い
て

　
　

�

村
内
、
村
外
利
用
者
の
使
用

に
関
す
る
問
題
点

第４回球磨村議会定例会
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６
月
４
日
に
、
日
本
棚
田
百
選

の
一
つ
、
一
勝
地
「
鬼
ノ
口
棚
田
」

の
栁
詰
数
安
さ
ん
の
水
田
で
、
Ｊ

Ａ
く
ま
主
催
の
田
植
え
体
験
交
流

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
人
吉
市
、
八
代
市
、

熊
本
市
の
水
光
社
組
合
員
で
、
総

勢
80
名
以
上
の
参
加
が
あ
り
、
ほ

と
ん
ど
が
親
子
で
の
参
加
で
、
会

場
は
、
田
ん
ぼ
に
転
ん
だ
り
、
泥

ん
こ
で
走
り
回
っ
た
り
と
大
変
な

賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
田
植
え
体
験
交
流
会
は
、

普
段
食
卓
で
食
べ
て
い
る
米
を
実

際
作
っ
て
も
ら
う
事
で
、
米
や
食

の
あ
り
が
た
さ
を
実
感
し
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
実

施
さ
れ
て
お
り
、
参
加
者
は
田
植

え
綱
を
張
っ
た
昔
な
が
ら
の
手
植

え
と
、
田
植
え
機
を
使
っ
た
体
験

を
行
い
ま
し
た
。
特
に
子
供
た
ち

は
、
普
段
身
近
に
な
い
田
ん
ぼ
の

泥
の
感
触
や
、
機
械
の
操
作
、
田

ん
ぼ
に
住
む
生
き
物
に
触
れ
、
泥

ん
こ
に
な
り
な
が
ら
も
と
て

も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

昼
食
は
、
か
わ
せ
み
別
館

に
移
動
し
、
地
元
産
米
の
お

に
ぎ
り
や
、
か
き
揚
げ
、
煮

し
め
、
佃
煮
な
ど
手
作
り
の

郷
土
料
理
を
美
味
し
そ
う
に

頬
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　

昼
食
の
後
は
、
か
わ
せ
み
の

温
泉
で
疲
れ
を
癒
し
、
一
勝
地

駅
で
は
、
Ｓ
Ｌ
人
吉
を
見
学
し

ま
し
た
。
帰
り
に
は
、
稲
を
育

て
る
キ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
、
田
舎
の
田
植
え
と
郷
土
料

理
や
観
光
を
満
喫
し
た
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

  

泥
ん
こ
田
植
え
大
賑
わ
い

泥んこの田植え体験

急流と鍾乳洞の里まつり＆ふれあいウォーキング inくまむら
　

５
月
22
日
、
球
泉
洞
に
お
い
て
「
急
流
と

鍾
乳
洞
の
里
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
「
急
流

と
鍾
乳
洞
の
里
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
イ

ベ
ン
ト
で
あ
り
、
昨
年
は
口
蹄
疫
の
影
響
で

中
止
さ
れ
た
た
め
、
２
年
ぶ
り
３
回
目
の
開

催
で
、
天
気
も
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
多
彩

な
催
事
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

屋
外
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
、

球
磨
川
舟
唄
、
神
瀬
地
区
の
郷
土
芸
能
「
住

吉
谷
奴
」、
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
、
急
流
戦
隊

Ｊ
Ｉ
Ｎ
ク
マ
レ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
わ
く
わ
く
体
感
ラ
ン

ド
で
は
、ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
運
行
や
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
、

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
の
体
験
な
ど
が
子

ど
も
連
れ
の
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

初
夏
の
彩
り
最
高
！

　

球
泉
洞「
中
央
ホ
ー
ル
」で
行
わ
れ
た「
洞

内
音
楽
祭
」
は
、
フ
ォ
ー
ク
シ
ン
ガ
ー
の
楮

木
正
浩
さ
ん
、「
シ
バ
ギ
リ
」
の
２
組
が
曲

を
披
露
し
、
観
客
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

よ
か
運
動
に
な
り
ま
し
た

　

球
泉
洞
で
の
「
急
流
と
鍾
乳
洞
の
里
ま
つ

り
」
に
併
せ
、「
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

in
く
ま
む
ら
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
時
30
分
に
ス
タ
ー
ト
地
点
の
一
勝
地
駅

を
出
発
し
、
ゴ
ー
ル
の
球
泉
洞
ま
で
の
約
７

キ
ロ
を
歩
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
一
勝
地

阿
蘇
神
社
や
一
勝
寺
を
観
光
し
、
途
中
立
ち

寄
っ
た
柴
立
姫
神
社
で
は
、
淋
地
区
の
皆
さ

ん
に
よ
る
お
茶
や
漬
物
な
ど
が
振
舞
わ
れ
ま

し
た
。

　

同
日
は
、
Ｊ
Ｒ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
開
催

さ
れ
、
２
１
２
名
の
参
加
が
あ
り
挨
拶
や

会
話
を

交
え
な

が
ら
の

楽
し
い

ウ
ォ
ー

キ
ン
グ

と
な
り

ま
し
た
。

パンの早食い、コーラの早飲み競争

柴立姫神社での休憩
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６
月
４
日
、
石
の
交
流
館
「
や

ま
な
み
」
で
、
ホ
タ
ル
石
倉
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
７
回
目
と
な
る
今
回
は
、葉
っ

ぱ
の
会
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
む
た
ゆ
う
じ
さ
ん
を
迎
え
、

命
の
尊
さ
を
テ
ー
マ
に
し
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
ソ
ン
グ
な
ど
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　

会
場
に
は
地
元
住
民
の
他
、
福

岡
県
や
宮
崎
県
か
ら
の
来
場
者
や

か
わ
せ
み
の
宿
泊
客
な
ど
、
幅
広

い
年
齢
層
の
方
々
が
来
場
さ
れ
ま

し
た
。

　

む
た
さ
ん
は
、曲
の
合
間
に
「
私

の
故
郷
で
も
私
た
ち
が
子
供
の
こ

ろ
は
ホ
タ
ル

が
多
か
っ
た

が
、
今
で
は

珍
し
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

そ
う
い
う
環
境
に
し
て
し
ま
っ
た

の
は
私
た
ち
か
も
し
れ
な
い
。
球

磨
村
は
美
し
い
山
と
川
に
囲
ま
れ
、

素
晴
ら
し
い
自
然
が
残
っ
て
い
ま

す
ね
。」と
自
然
の
大
事
さ
を
訴
え
、

ま
た
、
自
分
の
幼
少
時
代
の
大
き

な
病
気
の
体
験
と
自
分
を
支
え
て

く
れ
た
家
族
の
思
い
出
を
交
え
な

が
ら
、
家
族
の
絆
に
つ
い
て
歌
い

ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
の
後
、
来
場
者
は

バ
ス
で
芋
川
沿
い
を
周
遊
し
、
鬼

の
口
棚
田
付
近
な
ど
で
、
幻
想
的

な
光
を
放
つ
ホ
タ
ル
の
乱
舞
を
楽

し
み
ま
し
た
。

 

命
の
尊
さ
を
歌
で
伝
え
る

  

ホ
タ
ル
石
倉
コ
ン
サ
ー
ト

むたゆうじさんによるギター弾き語り

たくさんの来場者で賑わいました

　

６
月
11
日
、

東
京
都
千
代
田

区
の
ス
ク
ワ
ー

ル
麹
町
に
て
第

８
回
東
京
カ
ワ

セ
ミ
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

東
京
カ
ワ
セ

ミ
会
は
、
首
都

圏
在
住
で
球
磨

村
に
縁
の
あ
る

仲
間
の
交
流
の

場
と
し
て
平
成

16
年
６
月
に
発

足
さ
れ
、
８
年

目
を
迎
え
た
現

在
で
は
会
員
数
が
90
名
を
越
え
、

年
々
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
新
た
に
会
員
と
な
ら

れ
た
３
名
を
含
む
42
名
が
出
席
さ

れ
、
球
磨
村
か
ら
も
桺
詰
村
長
ら

３
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
東
京
カ
ワ
セ

ミ
会
会
員
で
昨
年
逝
去
さ
れ
た
田

中
春
弥
氏
へ
の
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
、

大
瀬
克
博
会
長
か
ら
「
再
来
年
に

は
第
10
回
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
会
員
数
も
百
名
を
突

破
さ
せ
た
い
。
そ
し
て
、
第
５
回

の
時
と
同
じ
よ
う
に
球
磨
村
に
里

帰
り
を
し
て
、
で
き
れ
ば
東
京
・

関
西
・
九
州
・
東
海
の
４
つ
の
カ

ワ
セ
ミ
会
の
合
同
に
よ
る
交
流
会

を
計
画
し
た
い
。」
と
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
桺
詰
村
長
か

ら
祝
辞
と
と
も
に
、
球
磨
村
の
村

政
の
報
告
や
近
況
報
告
が
あ
り
、

懇
親
会
に
入
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
の
中
で
は
、
毎
年
恒
例

と
な
っ
て
い
る
「
球
磨
村
の
特
産

品
が
当
た
る
抽
選
会
」が
あ
り
、「
焼

酎
」
や
「
米
」
に
人
気
が
集
ま
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
昨
年
の
第
７

回
東
京
カ
ワ
セ
ミ
会
の
際
に
出
さ

れ
た
要
望
を
受
け
て
、
今
回
は
抽

選
会
と
は
別
に
特
産
品
の
販
売
も

行
わ
れ
ま
し
た
。
抽
選
会
で
当
た

ら
な
か
っ
た
特
産
品
を
買
い
求
め

る
方
や
知
人
の
た
め
に
一
人
で
何

品
も
ま
と
め
買
い
す
る
方
も
あ
り
、

用
意
し
た
特
産
品
が
す
ぐ
に
売
り

切
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
物
産
館
か
わ
せ
み
」
で

企
画
さ
れ
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
便
」

の
紹
介
も
あ
り
、
興
味
を
持
っ
た

方
が
そ
の
場
で
申
し
込
み
を
さ
れ

る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
も
東
京
カ
ワ
セ
ミ
会
の
皆

様
か
ら
、
広
報
く
ま
む
ら
の
送
料

と
し
て
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

球
磨
村
で
は
、
今
年
８
年
目
と

な
る
「
東
京
カ
ワ
セ
ミ
会
」、
６
年

目
の
「
関
西
カ
ワ
セ
ミ
会
」、
５
年

目
の
「
九
州
カ
ワ
セ
ミ
会
」、
３

年
目
の
「
東
海
カ
ワ
セ
ミ
会
」
の

そ
れ
ぞ
れ
の
会
員
の
拡
大
を
図
り
、

都
市
部
へ
の
ふ
る
さ
と
情
報
の
発

信
に
努
め
て
い
ま
す
。
会
員
拡
大

の
た
め
、
各
地
域
に
在
住
の
ご
親

族
や
友
人
の
方
な
ど
が
お
ら
れ
ま

し
た
ら
、
総
務
企
画
課
企
画
広
報

係
（
☎
３
２
‐
１
１
３
８
）
ま
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
お
知
ら
せ

い
た
だ
い
た
情
報
は
厳
重
に
管
理

し
、
目
的
以
外
へ
使
用
し
な
い
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

「
カ
ワ
セ
ミ
会
」
の
会
員
を

　
　

   

募
集
し
て
い
ま
す
！

ふるさとの話題で賑わう

第８回東京カワセミ会
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応援ください！ 第６１回郡民体育祭開催日程
　球磨郡民体育祭が球磨郡市の各市町村で開催されます。球磨村からも多数の選手が参加しますので、皆様
の応援をよろしくお願いします。なお、競技種目と日程等は表のとおりです。

　

５
月
25
日
に
球
磨
郡
民
体
育
祭

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
が
、
あ
さ
ぎ
り
町

免
田
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
村
は
、
昨
年
度
男
女
と
も
に

優
勝
し
て
お
り
、
今
年
度
も
男
女

２
連
覇
を
目
指
し
試
合
に
挑
み
ま

し
た
。

　

試
合
は
、
予
選
リ
ー
グ
と
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
予
選
リ
ー
グ
で
は
、
残
り

時
間
５
分
で
追
い
上
げ
逆
転
と
、

苦
戦
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、

男
女
と
も
全
勝
で
予
選
を
通
過
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
で
は
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
や

午
後
か
ら
降
り
出
し
た
雨
に
よ
り

集
中
力
が
途
切
れ
は
じ
め
、
女
子

は
１
回
戦
敗
退
、
男
子
は
２
回
戦

敗
退
で
、
男
女
と
も
入
賞
と
は
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

６
月
８
日
に
は
、
湯
前
グ
リ
ー

ン
パ
レ
ス
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

に
お
い
て
、
郡
民
体
育
祭
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
が
開
催
さ
れ
、
男
子

が
２
位
と
い
う
素
晴
ら
し
い
成
績

を
収
め
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
男
子
が
優
勝
、
女
子

が
２
位
と
い
う
好
成
績
を
収
め
た

こ
と
も
あ
り
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
か

か
る
中
で
の
試
合
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
試
合
は
、
起
伏
が
激
し

い
芝
生
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、

前
日
の
雨
の
影
響
も
あ
り
、
ボ
ー

ル
が
な
か
な
か
転
が
ら
ず
、
ホ
ー

ル
に
寄
せ
る
の
に
苦
戦
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
後
半
に
な
る
と
練
習

や
幾
多
の
試
合
で
培
っ
た
経
験
を

活
か
し
、
上
位
チ
ー
ム
を
追
い
上

げ
、
優
勝
チ
ー
ム
に
４
打
差
ま
で

迫
る
粘
り
、
男
子
は
堂
々
の
２
位

入
賞
と
な
り
ま
し
た
。

  

男
女
と
も
に
健
闘

　

    

～
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
～

 

球
磨
郡
民
体
育
祭
開
幕

グラウンドゴルフ男子２位入賞

男
子
２
位
！

女
子
は
惜
し
く
も
入
賞
な
ら
ず
！

　

～
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
～

種　目 日時（開会式時間） 会　場

陸 上 競 技 ７月２４日（日）　　８：３０ 多良木町多目的総合グラウンド

水 　 泳 ７月１７日（日）　　９：００ 湯前町 B ＆ G プール

軟 式 野 球 ７月　９日（土）　　８：３０
７月１０日（日）　　９：００

多良木町多目的総合グラウンド
上総合運動公園野球場

ソ フ ト ボ ー ル ７月　９日（土）　１０：００
７月１０日（日）　１０：００ 錦町国体記念球場・錦町総合グラウンド

ソ フ ト テ ニ ス ７月１０日（日）　　８：３０ 村山公園テニスコート

卓 　 球 ７月１０日（日）　　８：３０ 錦中学校体育館

バ ド ミ ン ト ン ７月１０日（日）　　８：３０
７月１７日（日）　　９：００

深田高山総合運動公園体育館
（１０日団体戦・１７日個人戦）

サ ッ カ ー ７月１０日（日）　　９：００
７月１３日（水）　１９：００

あさぎり町森園サッカーコート
（１３日決勝）

剣 　 道 ７月１７日（日）　　９：００ 久米小学校体育館

弓 　 道 ７月　３日（日）　　８：３０ 相良村弓道場

銃 剣 道 ７月１０日（日）　　９：３０ 一勝地小学校体育館

ゴ ル フ ７月　３日（日）　　７：３０ 熊本クラウンゴルフ倶楽部

バスケットボール ７月１７日（日）　　８：３０ 多良木町民体育館

ボ ウ リ ン グ ７月１０日（日）　　９：３０ 人吉スターレーン

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
男
子
2
位
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６
月
６
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
「
清
流
館
」
に
お
い
て
、

平
成
23
年
度
球
磨
村
体
育
協
会
評

議
員
会
（
総
会
）
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

評
議
員
会
で
は
、
桺
詰
恒
雄
体

育
協
会
長
が
、「
今
年
度
は
、
村
民

体
育
祭
が
な
い
年
で
す
の
で
、
分

会
ご
と
で
の
活
動
を
期
待
し
て
い

ま
す
。
分
会
長
様
へ
は
、
ご
苦
労

を
か
け
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。」
と
挨
拶
し
、
議
事
に
入

り
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
平
成
22
年
度
事
業

報
告
、
収
支
報
告
を
可
決
し
、
平

成
23
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
新
た
に
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
協
会
か
ら
加
盟
申
請
が
あ

り
、
こ
ち
ら
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
の
事
業
で
は
、
昨

年
同
様「
分
会
対
抗
駅
伝
大
会
」が
、

球
磨
一
周
市
町
村
対
抗
熊
日
駅
伝

大
会
の
代
表
選
手
選
考
会
も
兼
ね

る
た
め
、
10
月
30
日
に
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
年
に
１
回
の
実
施
と

な
っ
て
い
る
「
村
民
体
育
祭
」
が

今
年
は
実
施
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

各
分
会
で
体
育
祭
や
ス
ポ
ー
ツ
大

会
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
に
決
ま

り
ま
し
た
。

○�

今
年
度
の
村
内
の
体
育
協
会
事

業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
行
事
の
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
）

新
た
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

今
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
も
決
ま
る
！

期　日 事　業　名
　６月２６日 ミニバレーボール祭
　８月　６日 ナイター陸上記録会

　８月１６日 ナイターソフト選手権
大会（～２７日）

　９月　４日 分会対抗ソフト
ボール大会

１０月３０日 分会対抗駅伝大会
１１月　３日 剣道大会
１１月１２日 弓道大会
　２月１２日 バドミントン大会

評議員会の様子

　

５
月
24
日
、
球
磨
村
総
合
運
動
公

園
に
お
い
て
、
人
吉
・
球
磨
交
流
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
球
磨
郡
・

人
吉
市
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好

者
が
集
い
開
催
さ
れ
る
大
会
で
、
今

年
は
、
２
５
０
名
の
方
が
大
会
に
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
球
磨
郡
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
小
野
信
親
会
長

が
、「
愛
好
者
の
皆
さ
ん
の
交
流
を

深
め
、
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
。」
と
挨
拶
し
、
競
技

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

途
中
か
ら
雨
が
降
り
出
し
、
水

た
ま
り
で
球
が
止
ま
っ
た
り
す

る
な
ど
苦
戦
す
る
場
面
も
あ
り

ま
し
た
が
、
楽
し
ん
で
競
技
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

【
結
果
は
次
の
と
お
り
】（

敬
称
略
）

《
前
段
の
部
》

優
勝　

倉
田　

長
人
（
相
良
村
）

２
位　

福
﨑　

正　
（
錦
町
）

３
位　

木
村
マ
ス
ミ
（
人
吉
市
）

《
後
段
の
部
》

優
勝　

段
村
ス
ミ
子
（
人
吉
市
）

２
位　

東　

ミ
チ
子
（
球
磨
村
）

３
位　

東　

ト
シ
ヲ
（
錦
町
）

２
５
０
名
が
参
加

　
交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

５
月
16
日
、
球
磨
村
総
合
運
動

公
園
に
お
い
て
、
第
36
回
球
磨
村

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
の
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
、
13

チ
ー
ム
約
90
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
球
磨
村
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
の
香
月
千
松
会
長
が
、

「
健
康
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
競
技

さ
れ
ま
す
と
と
も
に
、
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
て
く

だ
さ
い
。」
と
挨
拶
し
、
そ
の
後
、

来
賓
の
桺
詰
村
長
、
中
根
教
育
長

が
挨
拶
し
参
加
者
を
激
励
し
ま
し

た
。

　

競
技
は
、
コ
ー
ト
別
の
総
当
た

り
戦
で
行
わ
れ
、
参
加
者
は
競
技

す
る
だ
け
で
な
く
、
自
ら
審
判
を

し
て
走
り
回
っ
て
い
ま
し
た
。
各

コ
ー
ト
審
判
の
声
、
選
手
同
士
指

示
し
合
う
声
が
行
き
か
い
、
賑
や

か
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

【
結
果
は
次
の
と
お
り
】

　

優
勝　

毎
床
チ
ー
ム

　

２
位　

境
目
チ
ー
ム

　

３
位　

立
野
チ
ー
ム

澄み切った青空のもとプレー !!

毎床チーム優勝
第36回

球磨村老人クラブ連合会
ゲートボール大会

和気
あいあ

い

球
磨
人
吉
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小 中 連 繋 開 校 式

　

今
年
で
10
年
目
を
迎
え
る
「
球
磨
村
子
ど
も
ヘ
ル
パ
ー
事
業
」
の
開

講
式
が
５
月
21
日
に
、
特
別
養
護
老
人
施
設
「
千
寿
園
」
と
高
齢
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
「
せ
せ
ら
ぎ
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
小
学
生
が
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の
人
と
交
流
を
進
め
る

学
び
の
場
と
し
て
、
平
成
14
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
５
月
か
ら
２

月
ま
で
毎
月
第
３
土
曜
日
に
実
施
し
、
合
計
10
回
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
各
小
学
校
か
ら
希
望
者
を
募
り
、
施
設
の
方
々
の
手
伝
い
や

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
交
流
を
深
め
て
お
り
、
施
設
の
方
々
も
、
子

ど
も
た
ち
と
の
時
間
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
、
特
別
養
護
老
人
施
設
「
千
寿
園
」
に
６
名
、
高
齢
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
「
せ
せ
ら
ぎ
」
に
５
名
が
参
加
し
、
施
設
の
方
々
と
の
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

 

施
設
の
お
手
伝
い
任
せ
て
！

　
　

～
平
成
23
年
度
球
磨
村
子
ど
も
ヘ
ル
パ
ー
開
校
式
～

　

６
月
５
日
、
一
勝
地
小
学

校
に
お
い
て
消
防
団
夏
季
訓

練
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
雨
天
の
た
め
、
体
育
館

に
黄
檗
団
長
以
下
、
１
３
４

名
の
消
防
団
員
が
集
合
し
ま

し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
ま
ず
第
３

分
団
横
井
博
文
団
長
、
第
４

分
団
嶽
本
基
和
団
長
、
第
５

分
団
有
瀬
幸
己
団
長
の
消
防

学
校
入
校
申
告
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
桺
詰
村

長
が
「
３
月
に
は
、
東
北
で
想
定
外
の
災
害
が
起
こ
り
ま
し

た
。
球
磨
村
で
も
い
つ
そ
の
よ
う
な
災
害
が
起
こ
り
う
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
気
を
引
き
締
め
て
し
っ
か
り
と
訓
練
に
臨

ん
で
く
だ
さ
い
。」
と
挨
拶
し
、
続
い
て
黄
檗
団
長
、
消
防

署
西
分
署
長
の
挨
拶
で
訓
練
に
入
り
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
９
名
の
新
入
団
員
が
基
礎
的
な
訓
練
を
行

い
、
慣
れ
な
い
動
作
に
戸
惑
い
な
が
ら
指
導
を
受
け
て
い
ま

し
た
。
そ
の
他
、
規
律
訓
練
、
通
常
点
検
の
訓
練
が
体
育
館

で
行
わ
れ
、
同
時
に
多
目
的
教
室
に
お
い
て
救
急
法
の
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

救
急
法
の
訓
練
で
は
、
心

肺
蘇
生
法
、
必
要
に
応
じ
電

気
シ
ョ
ッ
ク
を
お
く
る
Ａ
Ｅ

Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

の
使
い
方
の
講
習
が
行
わ
れ
、

団
員
そ
れ
ぞ
れ
が
消
防
士
の

指
導
の
も
と
、
真
剣
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
訓
練
と
並
行
し
て

献
血
へ
の
協
力
が
呼
び
か
け

ら
れ
、
38
名
の
団
員
が
献
血

に
協
力
し
ま
し
た
。

消防団夏季訓練

９名の新入団員

いつ起こりうるかわからない災害に、万全の態勢を！！
～消防団夏季訓練～

　

６
月
２
日
に
球
磨
中
学
校
に
お
い
て
、
小
中
連
繋
事
業
開
校

式
が
渡
小
学
校
及
び
一
勝
地
小
学
校
の
６
年
生
31
名
が
参
加
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
平
成
16
年
度
か
ら
始
ま
り
、
小
学
校
か
ら
中

学
校
へ
の
な
め
ら
か
な
入
学
を
図
る
た
め
、
小
学
校
・
中
学
校

が
協
力
し
中
学
校
を
会
場
に
、
６
年
生
の
学
校
間
交
流
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

実
施
内
容
は
、「
場
所
」・「
友
達
」・「
学
習
」
に
慣
れ
る
た

め
の
英
語
及
び
体
育
、
特
別
活
動
を
閉
校
式
ま
で
合
計
13
回
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

開
校
式
で
は
、
中
根
耕
造
教
育
長
、
一
勝
地
小
学
校
の
中
村

和
弘
校
長
が
挨
拶
し
、
そ
の
後
、
内
容
の
説
明
と
、
昨
年
こ
の

事
業
に
参
加
し
た
球
磨
中
学
校
１
年
生
の
上
蔀
春
菜
さ
ん
、
内

田
汰
輝
君
、
川
島
智
樹
君
、
大
瀬
葵
さ
ん
が
、
事
業
に
参
加
し

て
心
配
し
て
い
た
英
語
も
よ
く
分
か
り
、
友
達
も
沢
山
で
き
て

よ
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。
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◆平成２３年度　狩猟免許試験及び初任者講習会のお知らせ◆
狩猟免許試験及び講習会が下記のとおり開催されます。
●狩猟免許試験
　（試験の日程）		

試　験 実　施　日 実　施　場　所
第１回 平成 23 年　７月　９日（土） 球磨総合庁舎大会議室
第２回 平成 23 年　７月３０日（土） 県庁本館地下大会議室
第３回 平成 23 年　８月　７日（日） 天草総合庁舎大会議室
第４回 平成 23 年　８月２８日（日） 鹿本総合庁舎大会議室
第５回 平成 23 年１２月１７日（土） 県庁本館地下大会議室

　・申請書はそれぞれの試験日の１０日前（必着）までに居住地の地域振興局に提出してください。
　・開始予定時間：午前９時００分（受付時間：午前８時５０分まで）からの予定。
　　※後日送付される受験票（各回の締切後に発送）を確認してください。
　・�受験票発行後に受験地の変更を希望される場合は、受験地変更届の提出が必要ですので、球磨地域振興

局農林部森林保全課（☎0966-24-4190）までご連絡ください。
　（提出書類）
　◇狩猟免許申請書・・・１部
　　免許の種類（網猟・わな猟・第１種銃猟・第２種銃猟）ごとに申請書の提出が必要です。
　◇写真（６ヶ月以内に撮影したもの）・・・１枚
　　縦 3.0 ｃｍ×横 2.4 ｃｍ（無帽、正面、上三分身、無背景、写真裏面に名前（フルネーム）を記入）
　◇返信用封筒（８０円切手を貼付し、住所氏名を記載したもの）・・・１通
　◇医師の診断書（または銃の所持許可証の写し）・・・１通
　◇熊本県収入証紙
　　新規（５，２００円）、既に他の種別の狩猟免許を所有している者（３，９００円）
　　免許の種類（網猟・わな猟・第１種銃猟・第２種銃猟）ごとに必要です。
　※�狩猟免許申請書、医師の診断書の様式は役場産業振興課（☎ 0966-32-1115）にありますので、お問い　

合わせください。

●狩猟免許取得に係る初任者講習会
　（講習会の日程）

講習会 知識（全種目）
技能（網・わな・第２種銃猟） 技能（第 1 種のみ） 会　　場

第１回 平成 23 年６月２８日（火） 平成 23 年７月　７日（木） 人吉カルチャーパレス
第２回 平成 23 年７月１９日（火） 平成 23 年７月２８日（木） 甲佐町生涯学習センター
第３回 平成 23 年７月２６日（火） 平成 23 年８月　４日（木） 天草建設会館
第４回 平成 23 年８月１６日（火） 平成 23 年８月２５日（木） ＪＡ菊池

第５回 平成 23 年１２月 平成 23 年１２月 日程、場所未定のため、９月下旬
の発表になります。

　・開始時間：午前９時３０分（受付時間：午前９時００分から午前９時２０分まで）から
　・講習会申込は当日会場にて行われます。
　・網・わな・第２種銃猟については、知識講習・技能講習が１日間で実施されます。
　・第１種銃猟については、知識講習１日・技能講習１日の計２日間で実施されます。
　（必要書類）
　◇筆記用具
　◇受講料：１種目　１０，０００円（猟友会会員の方は１種目受講　８，０００円）
　　　　　　２種目以上の受講につき１種目５，０００円が加算されます（当日会場にて徴収されます）。
　　　　　　※テキスト及び問題集代が含まれています。
　※初心者講習会に関するお問い合わせは、熊本県猟友会（☎ 096-371-6641）までお願いします。



12広報「くまむら」　平成２３年 6 月号

夏場に特に注意が必要な感染症について

咽頭結膜熱 ( プール熱 )
　アデノウイルスを原因として、夏場に流行する病気です。
　通常は、患者からの唾のしぶきや咳き等を介して感染拡大しますが、プールを介して
流行することもあるため、プール熱とも呼ばれています。

（症状等）
  ５～７日の潜伏期を経て、発熱、咽頭炎、結膜炎の症状が出ます。症状は３～５日間継続します。一般的
には３～５日で軽快しますが、この病気を引き起こすアデノウイルスには、たくさんの種類があることが知
られており、７型と呼ばれるウイルスの感染では、時に重症化することがあります。

（予防策）
　感染者との濃密な接触を避けること、流行時には手洗い・うがいをすることが大切です。
　また、プールの利用に際しては、水泳前後にはシャワーを浴び、タオルの共用を避け
る等の注意が必要です。

  ビブリオ・バルニフィカスという細菌は、広く海水中に生息しており、海水温が上昇する夏場に増殖が活
発になります。
　この細菌は、病原性は弱く、健康な人ではまれに胃腸炎を発症する程度ですが、肝臓疾患のある人や免疫
力が低下した人が感染すると、敗血症等の非常に重篤な症状を引き起こすことがあります。
  感染経路は、この細菌が付着した魚介類の生食と切り傷等からの細菌の侵入の二つです。

（症状）
　数時間から２日間の潜伏期を経て、発熱、皮膚（主に下肢）の激しい痛み、腫れ等の症
状で発症します。感染が進行すると敗血症を引き起こし、死亡率も極めて高くなります。

（予防策）
　健康な人はほとんど心配いりませんが、肝臓疾患のある人や免疫力の低下した人は、魚介類の生食を控え、
創傷があるときは海水との接触を避ける等の注意が必要です。
  また、この細菌は、鉄分を取り込んで増殖する性質があることから、貧血の治療等で鉄剤を服用している
人も同様の注意が必要とされています。

◎その他の感染症
　他にも夏場には、日本脳炎、ヘルパンギーナ（夏かぜの一種）、手足口病、腸管出
血性大腸菌（O １５７等）感染症などの流行もみられます。いずれの病気にも共通す
る予防策は何と言っても手洗い、うがいの励行です。食事の前や外出から戻った時、
便・その他の排泄物を扱った後など、日頃から習慣づけておくことが大切です。

ビブリオ・バルニフィカス感染症

（お問合せ先）　球磨村役場　健康衛生課　保健予防係　
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月　日 開始時間 場　所 該当地区

7 月   6 日（水） 午後 7 時 30 分～ 岳本公民館 中渡・岳本・黒白

7 月   7 日（木） 午後 7 時 30 分～ 山口学習センター 山口

7 月 11 日（月） 午後 7 時 30 分～ 池下公民館 池下・淋

7 月 12 日（火） 午後 7 時 30 分～ 大岩公民館 四蔵・永椎・日当・
大岩

7 月 13 日（水）
午後 7 時 30 分～ 渡多目的集会施設 小川・舟戸・茶屋・

椎屋

午後 7 時 30 分～ 向淋公民館 向淋・小谷

7 月 14 日（木） 午後 7 時 30 分～ 吐合公民館 中屋・中津・黄檗
吐合・日隠

7 月 15 日（金） 午後 7 時 30 分～ 大坂間公民館 大坂間・告・松本

7 月 19 日（火）
午後 7 時 30 分～ 峯公民館 峯

午後 7 時 30 分～ 大無田林業センター 大無田・大久保・
千津

7 月 21 日（木） 午後 7 時 30 分～ 島田公民館 島田

7 月 25 日（月） 午後 7 時 30 分～ 松谷学習センター 松谷

7 月 26 日（火） 午後 7 時 30 分～ せせらぎ 友尻・宮園・橋詰・
野々原・柳詰

7 月 27 日（水）
午後 7 時 30 分～ 高沢多目的集会所 蔵谷・坂口・高沢・

横井・沢見

午後 7 時 30 分～ 那良口公民館 那良・那良口

7 月 29 日（金） 午後 7 時 30 分～ 蔀・和田公民館 蔀・和田

　　　�　各地域を巡回して、座談会を実施します。
　　　　健康づくりを一緒に考えませんか？
　　　　夜間に実施しますので、若い方もぜひご参加ください。
　　　　皆様のご参加をお待ちしております。

内容　あなたの健康づくりについて
　　　住民健診について　　等　
時間　約1時間程度
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テレビ画面の右上に
「アナログ」
と表示されている

テレビはありませんか？

アナログテレビ放送は、
７月２４日に終了します！

地デジの準備お願いします！
地デジを見るためには、

地デジ対応テレビか地デジ対応チューナーが必要です。

ご近所の皆さん（特に高齢者の皆さん）は、地デジの準備おすみでしょうか？
ぜひ、「地デジの準備は大丈夫ですか？」と、お声をかけてください。

お問合せ先：デジサポ熊本 ０９６－３００―８８００、球磨村役場　総務企画課：３２－１１３８

７月１日（注）からお米の産地伝達が必要です。
（米トレーサビリティ法がスタート）

　米トレーサビリティ法は、米穀事業者に対し、米穀
等の記録・保存および産地情報の伝達を義務づけるこ
とにより、食品としての安全性を欠くものの流通を防
止し、表示の適正化を図るとともに、産地情報の提供
を促進し、もって国民の健康の保護、消費者の利益の
増進ならびに農業およびその関連産業の健全な発展
を図ることを目的としています。
　対象者は、米・米加工品の生産・販売・提供等に関
わる事業者です。

（お問合せ先）九州農政局消費・安全部地域第三課
　　　　　　  ☎０９６６－２２－５１４４ （注）�産地伝達は、平成 23 年 7 月 1 日以降に生産

者から譲り渡された米穀が対象です。
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球磨村地域子育て支援センター“陽だまり”
〒 869-6401 球磨郡球磨村大字渡乙 763（渡保育園内）
TEL（0966）33 − 0125　FAX（0966）33 − 0173
ホームページ　http://www.kmbb.jp/watari/

　�「陽だまり」6月行事予定

《陽だまりサロン》

　球磨村地域子育て支援センター　陽だまり は、月～金の9:00～ 16:00、土曜日は８:00～ 13:00 まで開放しています。陽だ
まりサロンも月に３～４回やっています。下記の日程をごらんになり、親子でそしてマタニティさんもどうぞお気軽においでください。
お待ちしています。

《3～4、8～9か月健診》 〈赤ちゃんこんにちは〉

《絵本を愛せる子どもへと願って》 こがね保育園
　３月に球磨村より絵本を寄贈して頂き、たくさんの方に親しんでもらおうと貸し出しを始めました。
貸出日当日子ども達は、「どの本にしようかな？」と朝から近くに行っては嬉しそうに眺めています。楽
しみに持ち帰った絵本を夕食後や就寝前に読み聞かせして頂いているようで「お母さんが読んでくれた」

「ばあちゃんが～」「パパが～」等、翌日は報告で大忙しの子ども達です。
　１０分程度で読み終える絵本がしっかりと絆を深めてくれています。「絵本は子どもがみるもの」とい
う感じですが、大人も充分楽しめます。園児以外の方へも貸し出しを行っていますので是非当園に足を
運んで頂き絵本に親しんで見て下さい。心を豊かにしてくれる身近なものです。きっと、本との新しい
出会いがあることと思います。
＊�こがね保育園夏祭りを７月１６日（土曜日）に計画しています。今年も球磨村青年団の協力を得て、

楽しい夏の一夜を地域の方一緒になって過ごしたいと張り切っています。どうぞご家族・ご近所お誘
い合わせの上お出で頂きますようお待ちしています。

よ
ろ
し
く
ね
！

　７日㈭　陽だまりサロン

　　　　　「ママ誕生会」

１２日㈫　陽だまりサロン

　　　　　「沐浴見学」

１４日㈭　

　　3 ～ 4、8 ～ 9 か月健診

２３日㈯　りんごの木サークル

２８日㈭　陽だまりサロン

　　　　　「水あそび」

< 球磨村役場・健康衛生課の松本憲吾さん
（健康運動士）による健康体操 >

< 陽だまりママ特製手作りおやつを食べよう！ >

血流が良くなって体も軽やか

ショコラケーキ
せんべい・
ムース

あんよができるよ
うになったよ！

寝返り上手です
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社 協 コ ー ナ ー

平成２２年度　事業・決算報告
《事業の実施状況》
①　会務の運営
　　 ▼ 　理事会…………………３回開催
　　 ▼ 　評議員会………………３回開催
　　 ▼ 　監査……………………毎月実施

②　地域福祉活動
　　 ▼ 　低所得者対策の推進
　　 ▼ 　老人福祉事業
　　 ▼ 　障がい者福祉事業
　　 ▼ 　福祉サービス利用援助事業
　　 ▼ 　心配ごと相談事業
　　 ▼ 　母子・父子福祉事業
　　 ▼ 　児童福祉事業
　　 ▼ 　ボランティア活動推進

③　社協役員の資質向上
④　高齢者生活福祉センター管理・経営
⑤　共同募金運動の推進
⑥　慰霊祭への協力

　去る５月２４日に開催された理事会・評議員会において、
平成２２年度事業実績報告及び収入支出決算が審議され、原
案のとおり承認されました。

平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
日
に

　
　
「
一
日
ふ
れ
あ
い
行
事
」
に
て

皆様からの暖かい『心』
が集まりました！

◎　収　入　( 千円 )　　　　　　　　  ◎　支　出　（千円）
勘定科目 決算額　 勘定科目 決算額　

会費収入 737 人件費支出 82,182
寄付金収入 2,190 事務費支出 9,427
補助金収入 1,370 事業費支出 14,733
助成金収入 18,575 貸付事業等支出 376
受託金収入 219 共同募金配分金事業費 997
事業収入 781 歳末たすけ合い事業費 890
貸付金事業等収入 323 助成金支出 860
共同募金配分金収入 1,038 財政調整基金

積立預金積立支出 130
介護保険収入 72,681
自立支援費等収入 519 経理区分間繰入金支出 10,794
利用料収入 30 固定資産取得支出及び

繰入支出 4,295
雑収入等 3,657
施設整備等寄付金収入 2,500 支出合計 124,684
経理区分間繰入金収入 10,794
退職共済預け金
返還金収入 1,091

当期資金収支差額 △ 8,179
前期末支払資金残高 44,604

収入合計 116,505 当期末支払資金残高 36,425

　平成 22 年度　球磨村社会福祉協議会収支決算書

《単位：人》
クラブ名 会員数 利用人員 月　平均

福 寿 会 35 173 14.42 
ミ ド リ 会 50 374 31.17 
鏡 山 長 寿 会 54 221 18.42 
渡 ニ コ ニ コ 会 50 116 9.67 
渡 西 鶴 亀 会 94 466 38.83 
親 和 会 50 206 17.17 
む つ み 会 58 253 21.08 
岳 本 老 人 会 49 38 3.17 
川 岳 老 人 会 31 182 15.17 
毎 床 寿 ク ラ ブ 66 152 12.67 
鵜 口 老 人 ク ラ ブ 35 0 0.00 
上 区 寿 会 96 125 10.42 
川内区老人クラブ 132 191 15.92 
下 区 老 人 会 52 29 2.42 
清水川老人クラブ 66 306 25.50 
大 瀬 寿 ク ラ ブ 50 127 10.58 
那 良 川 老 人 会 10 98 8.17 
松 谷 亀 寿 会 42 15 1.25 
庄 本 老 人 会 24 126 10.50 

小　　　計 1,044 3,198 266.50 
個　　　人 614 51.17 
回　数　券 364 30.33 
小　　計 978 81.50
合　　計 1,044 4,176

●交流部門年間利用状況	

●在宅福祉サービス事業

利用実績
介  護  保  険  事  業

居宅介護
支援事業

訪問介護
事　　業

訪問入浴
介護事業

通所介護
事　　業

年間延
利用人数 642 309 13 787

年間延
利用回数 − 4,022 33 7,518

利用実績
村  受  託  事  業

軽度生活
支援事業

障害者自立
支援制度事業

ふれあい
サロン事業

年間延
利用人数 44 24 派遣日数

年間延
利用回数 182 207 94

1,268,654

実
績
内
訳

戸 別 募 金 720,000

法 人 募 金 180,500

職 域 募 金 138,639

街 頭 募 金 119,905

学 校・ そ の 他 109,610

平成 22 年度共同募金実績
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社 協 コ ー ナ ー

球磨村の人口　4,483 人 　（平成 23 年 4 月 1 日 現在）

年齢 男 女 総数 比率

６０歳以上 854 1,210 2,064 46.0 

６５歳以上 655 1,029 1,684 37.6 

７０歳以上 539 882 1,421 31.7 

８０歳以上 214 432 646 14.4 

９０歳以上 17 63 80 1.8 

●心配ごと相談状況

〜 新 役 員 決 定 〜
　去る 5 月２４日の評議員会において、新役員が選
任されました。
　理事の方々には、社会福祉協議会の重要事項を審
議する執行機関として、活躍していただきます。
　また、監事の方々には、社会福祉協議会の財産の
状況や業務執行の状況を監査していただきます。

（任期：H23．6． 1 ～ H25. 5. 1）
氏 　名 地　区

会　長 桺 詰 恒 雄 柳　詰
副会長 西  　康 彦 峯

理　事

松 尾 志 織 野々原
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山 口 敏 章 茶　屋
橋 詰 國 弘 橋　詰

監  事 豊 永 征 介 山　口
藏 谷 鐡 男 蔵　谷
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〔簡単おやつ〕
テーマ　豆乳パワー

だ ん ご

　白玉粉と同量の豆乳と砂糖と
塩少々加え一緒に混ぜ合わせ、
耳たぶくらいの柔らさまでこね
ます。その後、食べやすい大き
さに丸め、湯がきます。浮いて
２～３分したら、冷水にり水気
を切って、ゆであずきをかけた
りきな粉をかけたりして出来上
がり。

　意外と知られていない豆乳。良質のたんぱく質と脂質が豊富に含まれ、大豆そのも
のを食べるより、豆乳の方が、消化吸収が高いと言われています。また、体を調節し
健康維持増進させる食品「機能性食品」として注目されています。

飲むだけでなく、料理にも使ってみましょう。
例えば・・鍋物、シチュー（牛乳の代わりに）、ﾌﾟﾘﾝ、クッキー、ドーナッツなどなど！

栄養士　中山　千絵

区分 規　　　　格
豆　　乳 大豆固形分 8％以上（大豆たんぱく質換算 3.8％以上）
調整豆乳 大豆固形分 6％以上（大豆たんぱく質換算 3.0％以上）

豆乳飲料 Ａ果汁入り：大豆固形分 2％以上（大豆たんぱく質換算 0.9％以上）
Ｂその他：大豆固形分 4％以上 ( 大豆たんぱく質換算 1.8 ＆％以上）

・コレステロールを低下
・血圧上昇の抑制
・脳の老化防止
・更年期障害や骨粗しょう症の予防

・肥満予防・動脈硬化予防
・便秘予防

（豆乳）効能は

さまざまな効能がありますが、種類も様々ですが、豆乳は豆乳類の日本農林規格
（JAS 規格）により定義され、次のように分類されています。
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　　５月２９日（日）に第３９回球磨郡青年団体育祭が開催され、球磨郡内７町村の青年団が優勝を目指して汗を流しました。
　当日は台風２号の接近により開催事態が危ぶまれましたが、雨と少々の風だけでしたので体育館ではありますが開催する
ことができました。

フリースロー　競技はまずはフリースローからでした。普段バスケットボールをし
ている人でもプレッシャーのかかった場ではなかなか入りません。結果１人２球５球ずつ
５人が投じて入ったのは１球のみ。トホホな結果で、先が思いやられます。

SASUKE Ⅳ　この競技は、腹筋や腕立て伏せ、手押し車、俵運びなど筋力を使っ
てできるだけ早くゴールできるかを競う競技もあり、出場者はタイムよりも「筋力の見せ
びらかし」が主となっていたようでした。

SASUKE Ⅳくのいちバージョン　ＳＡＳＵＫＥⅣの女性バージョンです。男
性のような筋力のみせびらかしとまではいきませんが、結構ハードな競技となります。おんぶし
て人を運び、手押し車をしてなど男性に負けないような機敏な動きを見せていました。出場者は
もちろんですが、補助者もけっこう大変です。補助者にも拍手をお願いします m(__)m

大縄飛び　大縄飛びは、２人が回し８人が飛ぶといった競技となります。大縄飛び
で飛んだ回数の半分が点数となるので、みんな気合いが違います。ここ数年は飛ぶ回数が
１０回いけばいい方でしたので今年はたくさん飛ぶぞとやる気満々で飛びはじめると、2
０回、３０回と超え飛んでる人は誰もが「誰かひっかかって」と思いはじめる４０回を超
えた４９回目で失敗。みんな足がパンパンになってしまい、次の競技に支障をきたすので
はないかと心配の声もあがりましたが、それよりも２４点入ったことの喜びが大きく、こ
の競技で大きな連帯感が生まれました。

ミスターＫＵＭＡ　今年から始めて導入されたこの競技は、３０ｋｇの俵を頭よ
り上にあげてその状態をずっと保れていた人が１位という非常に単純な競技です。これこ
そ力自慢の団員が町村を代表しみんなの期待を背負って出場するので、プレッシャーが大
きくかかりますがそれにも負けず、ただ耐える姿は、なんとも凛々しかったです。球磨村
は中渡さんが出場して約２分間持ち上げ３位でした。

結果　 なんとなんと、準優勝でした。ここ数年まれにみない快挙で、午前中終わっ
た時点で暫定同率１位だったので優勝をめざせたのですが、もう一歩のところでのがし
てしまいました。次は文化祭です。体育祭で築きあげた絆と連帯感を文化祭で発揮した
いと思います !

青年団活動の記録

青年団の活動に参加してみませんか？暇なときに「参加してみようかな〜。」
という感じで大丈夫です！！他の市町村の方でも誰でも参加できます。

ホームページには広報と違った一面を載せてます (*^_^*)
（パソコン）http://k-ypa. net/　（携帯電話）http://k- ypa.  net/i/

（Blue Halcyon Times）

〜マジメにバカやったあの学生の頃の感動をもう一度！～

台風をも吹き飛ばす !
球青協体育祭開催☆ 「　」は応援者からの一言を

表現してみました。

「なぁんで誰も入らんとかな？」

「１本入れば点数になっとになぁ…」

「こぅらじゃ～じばいｘ。ｘ」

「補助者がきつかごたるなぁ」

「足の上がらんごとなったで、こらダメばい。ほーらひっかかった ! ハハハハハッ」

「地味ばってん忍耐力がいるなぁ」

打ち上げは優勝でした

準優勝☆

ミスター KUMA

大縄飛び

くのいちバージョン

SASUKE Ⅳ

SASUKE Ⅳ

フリースロー
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　　　　　　　　　　　　　　　7 月 の 行 事 予 定 　 　（ 変更になる場合もあります ）

日 月 火 水 木 金 土

1
●窓口出張業務
（9:30～11:30
　渡多）

2
●�「さんがうら」
落成式（10:00～
さんがうら）
●中体連夏季大会

3
●郡民体育祭　
●中体連夏季大会

4 5
●農業委員会選挙
　告示

6
●窓口出張業務
　（9:30 ～ 11:30
　 神多）

7 8
●窓口出張業務
 （9:30～11:30
　 渡多）

9
●郡民体育祭

10
●郡民体育祭
●農業委員会選挙
　投票日

11 
●区長文書
●�村老連グラウン
ドゴルフ大会
（運公）

12 13
●窓口出張業務
 （9:30～11:30
　 神多）

14 15
●窓口出張業務
 （9:30～11:30
　 渡多）

16

17
●郡民体育祭

18 19 20
●窓口出張業務
　（9:30 ～ 11:30　
　 神多）

21 22
●窓口出張業務
 （9:30～11:30
　 渡多）

23 

24
●郡民体育祭

25
●区長文書　　　
●行政相談
 （9:30～11:30
　清流館）

26 27
●窓口出張業務
 （9:30～11:30　
　神多）

28 29
●窓口出張業務
 （9:30～11:30　
　渡多）

30

31
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※〔清流館〕＝球磨村コミュニティセンター清流館、〔渡多〕＝渡多目的集会施設、〔神多〕＝神瀬多目的集会施設、〔やまなみ〕＝石の交流館「やまなみ」
 〔かわせみ〕＝一勝地温泉かわせみ、〔渡小〕＝渡小学校、〔一小〕＝一勝地小学校、〔球中〕＝球磨中学校、〔運公〕＝総合運動公園
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詳しくは、田舎の体験交流館「さんがうら」（32-0443）へお尋ね下さい。
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（ この用紙は再生紙を使用しています。）

人口・世帯の動き

6月1日現在 前月比 前年同月比

世帯数（戸） 1,635 △  2 △  1

人　口（人） 4,480 △  1 0 △  8 4

男　（人） 2,124 △  4 △  4 3

女　（人） 2,356 △  6 △  4 1
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田舎の体験交流館「さんがうら」が、
いよいよ７月２日から球磨村活性化の拠点としてオープンします。

当日はオープンに先立ち落成式を行いますが、「さんがうら」の見学会等も計画しています。
日程等は次の通りで、村民の皆様の参加をお待ちしています。またオープン記念として田植え体験と

田舎コンニャク作り体験ツアーを予定していますので、施設見学と共に田植え体験の見学もお楽しみ下さい。

日時：７月２日（土曜日）　　10:00～12:00
場所：三ヶ浦松谷地区（旧一勝地第二小学校）
内容：・落成式　　　　　　　10:00～11:00
　　　・アトラクション　　　11:00～11:30
　　　　（三ケ浦音頭、郷土芸能「農婦」）
　　　・さんがうら施設見学　11:30～12:00
　　　　（田植え体験見学）
　　　・物産展　　　　　　 　 9:30～14:00

〜 パンフレットができました！〜
　田舎の体験交流館「さんがうら」では、「ムラの恵みを体感しよう！」をテー
マに、このほど「さんがうら」のパンフレットを作成しました。
　パンフレットは、Ａ 4サイズ見開きの 4ページで豊かな自然の中に建つ棚
田と建物、施設内の宿泊室、会議室、交流室、食堂、体験メニュー、特産品、
交通アクセス等を紹介しています。
　パンフレットをご希望の方は、ご連絡下さい。

7月 2日オープン！

譲葉牧場の風景（6月17日撮影）


